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1 まえがき
近年, 導電性繊維で形成されたテキスタイルアンテナ
の研究が注目されている. 特に, 刺繍方向や刺繍密度な
どの刺繍構造の違いによってアンテナ特性に影響を与え
ることが確認されている [1]. 一方, 導電性繊維で形成さ
れたテキスタイルアンテナの作製工程が複雑であるため
作製精度による電気的特性の安定性をあらかじめ把握し
ておくことが望ましい. 本報告では, 導電性繊維で形成
された 2.45 GHz 帯用テキスタイルパッチアンテナを同
一の刺繍条件で複数個試作し, その通過特性の実験的評
価を行った.

2 アンテナモデル
図 1にアンテナ構造,図 2に試作したテキスタイルパッ
チアンテナのモデルを示す. Model A は, 評価のための
基準として銅板 (厚さ 0.1 mm) をフェルト (ポリエステ
ル 100%) 上に配置したモデルであり, 3 個試作した. ま
た, Model B は上糸, 下糸共にミツフジ繊維工業 (株) の
導電性繊維 AGposs (100d/2) を用いてフェルト上に刺
繍したモデルであり, 5 個試作した. なお, 放射素子の刺
繍方向は y 軸方向, 地板においては x 軸方向及び y 軸
方向である. また, 放射素子及び地板における刺繍密度
は 2.0 yarns/mm, 縫いピッチは 2.0 mm である.

3 測定結果
図 3に通過特性の測定結果を示す. 各モデルのばらつ
き度合いの比較を標準偏差を用いて行った. Model A に
おける S21の平均及び標準偏差はそれぞれ -31.42, -0.20

dB 程となり, 共振周波数の平均及び標準偏差はそれぞ
れ 2.52, 0.05 GHz 程の結果となった. 一方, Model B に
おける S21 の平均及び標準偏差は -41.69, -2.83 dB 程
となり, 共振周波数の平均及び標準偏差はそれぞれ 2.35,

0.14 GHz 程の結果となった.

4 まとめ
本報告では，導電性繊維で形成されたテキスタイル
パッチアンテナの作製精度による電気的特性の安定性把
握を目的として, 複数個のアンテナを同一の刺繍条件で
試作し, 測定評価を行った. その結果, 銅板モデルと比較
して, 刺繍モデルにおける S21 及び共振周波数のばらつ
きが大きい結果が得られた.
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図 1 アンテナ構造

図 2 試作したアンテナモデル

図 3 通過特性の測定結果
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